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一 構造 とイメー ジの考察
樫 村 伸 子
エ ミリ ・ジェー ン ・ブロ ンテ(EmilyJaneBronte,1818-1848)の作
品 には,兄 弟 と育 った土 地,環 境 が,ト マ ス・ハー デ ィー(ThomasHardy,
1840-1928)と ウェセ ックス地 方 とが,深 い関 わ り合 いを もって いたの と
同様 に重要 な ものであ った。幼 年期の生活 は,彼 女 の後年 の生活 と芸術
との形成 に,重 大 な要 因 となったのだ った。 エ ミリのみな らず,ブ ロ ン
テ姉 妹 はそれぞれ個性 的で ある。我々が ブロ ンテ につ いて考 える時,兄
弟 で唯一 の男性,バ トリック ・ブラ ンウェル(PatrickBranwell)も含
めて,ブ ロ ンテ兄弟 を一つ の集合体 として とらえ,そ の相 互関係 をみて
ゆか なければ,誰 一人 の作 品 の姿 も個性 も理解 で きないので ある。
エ ミリの名作 で ある 『嵐 が丘 』(WutheringHeights,1947)には,彼
女 の兄弟や育 った土地,環 境 が大 い に関わ り合 い をもっていて,切 り離
して考 える こ とはで きない。
『嵐が丘 』 につい て,ア ー ノル ド・ケ トル(AmoldKettle)は,「『嵐
が丘 』 は,す べての最高 の芸術作 品 と同様 に,具 体 的で あ る と同時 に一
般 的,地 方 的で ある と同時 に普遍 的であ る」(1)と言 ってい る。
一 般的 な評価 としては,「 『嵐が丘 』は,内 容が非 現実性 で あ り,全 体
として気違 い じみ,支 離滅裂 である,単 純 に復讐劇,人 間性の本質 の悲
劇」(2)など と非難 す る一方 で,「 作 品の荒削 りの力 強 さ,遺 大な天分 に よ
る作 品」(3)と賞讃 してい る。そ して,19世 紀 末 に英 国のす ぐれた詩人で あ
り文 芸批評 家 で もあ る,ア ル ジ ェー ノ ン ・ス ウ ィンバ ー ン(Algemon
CharlesSwinbume,1837-1909)が,『嵐が丘』の価 値 を認 識 した頃 か ら,
人々 の注 目を浴 び,今 世紀 に入 る と,ブ ロ ンテ姉妹 の どの作 品 よ りも深
い もの と考 え られ るに至 り,や が て讃辞 が これ に集 まったのであ る。
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『嵐 が丘 』を読 んで印象的 に思 う ことは,こ の物語 の構造 や筋立 て は,
その内容 に比 較 して,か な り単純 で限定 されて いる とい う ことで ある。
だが,一 見 この作 品の内容が複雑 に思 え るの は,そ の単純 な構 造の 中に
多 くの テーマが あ り,し か もそれ ぞれが独 立 して展 開 して い るか らだ と
考 え られ る。 そ して,よ く整理 して み るとこの物語 が意外 と,場 面,登
場 人物,イ メー ジ等 に於 いて,整 然 と相位 対照 的な骨組 み を もち,更 に
物 語 の前半 と後半 で も,各 々が反響 しあ っている,と い う こ とが わか る
ので あ る。
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第1章 に於 いて,既 にエ ミリはあ るイメージ を固定 し,印 象づ けて い
る。 それ は各 々の屋敷 のnamingに 於 ける説明で ある。
「Wutheringと はこの地方独 特の形容 詞で,風 が荒れ狂 う ことを意味
してい る」(14)と述べて い る。それ とは対 照的 に,ThrushcrossのThrush
とは 「つ ぐみ」の意が あ る。 「つ ぐみ」 とい うと,内 気,小 心 とい うもの
が連 想 され る。 これ らの描写か ら暗示 され るの は,両 家 の動 と静,外 的
性 と内的性 の イメー ジで ある。嵐 が丘 に住 む ヒー スク リフ とキ ャサ リン
に は,荒 野へ の強 い願 望が み られ る。ヒー スク リフ=Heathcliffは,文 字
通 り 「ピースの生 い茂 った荒野」で あ る。彼 はその まま荒野 な のであ る。
ヒー ス ク リフ とキ ャサ リンは,一 日中嵐 が丘の荒野へ飛 び 出 し,時 を過
ごす ことを愛 していた。 キ ャサ リンの荒 野への強 い願望 は,彼 女の みた
夢 の中 に も象徴 的 に表われ てい る。
...'Iwasonlygoingtosaythatheavendidnotseemtobemy
home;andIbrokemyheartwithweepingtocomebackto
earth;andtheangelsweresoangrythattheyflungmeout,into
themiddleoftheheathonthetopofWutheringHeights,where
Iwokesobbingforjoy.(5)
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また,夫 の エ ドガー に対 して言 った ことば。
...Myresting-placewhereI'mboundbeforeSpringisover!
Thereitis,notamongtheLintons,mind,underthechapel-roof;
butintheopenairwithaheadstone,...(6)
この様 な ところで,キ ャサ リンの強 い荒野願 望が み られ る。 そ して ヒ
ー スク リフは,自 分 の死 期が近づ いてい る時 にネ リー に次 の ように言 う。
...Itellyou,Ihavenearlyattainedmyheaven;andthatof
othersisaltogetherunvalued,anduncovetedbyme!(7)
このmyheavenと い うのは,言 い換 えれば嵐 が丘の荒 野 の こ とで あ
る。 ここでエ ミリが暗示 してい るの は,ヒ ース ク リフ とキ ャサ リンは荒
野 を血 肉化 してい る,と い うこ とで ある。 それ とは対照 的 にスラ ッシュ
クロスのエ ドガー は,常 に本 を読 み,書 斉 に閉 じ こもってい るの を好 ん
で い る。 この本 や書斉 とは,教 育 ・良識 とい う洗練 されたイ メー ジをも
つ。従 って,既 述 の動 と静,外 的性 と内的性 とい うのは,嵐 が丘 の生 命 ・
自由・情熱 の野 性性 と,ス ラ ッシ ュク ロスの洗練 された文明性 とい える。
そ してエ ミリは物 語 の中で,野 性性 と文明性 の二 つのcategoryを 対 照
させ てい る。野性性 と文明性 の象徴 は,強 く激 しい気性 と繊細 な気性 の
両方 をもつ,エ ミリの性格 の二面 性が表 われてい る。 また,野 性性 と文
明性 を対 照 させ た時エ ミリは,こ の物語 の世界 で は前者 を好 んで い るの
だ。 とい うの は,嵐 が丘 にみ られ る野性性 の中 には,エ ミリが生涯 を過
ご したハ ワー スに大い に関 わ りをもってい るか らだ。ハ ワー スの荒野 は
エ ミリに血 肉化 していた。物語 の世界 にみ られ る野性性 は,エ ミリ自身
の精神 の投影 であ るのだ。従 って,エ ミリが文 明性 よ りも野性性 を好 む
理 由がわか るのであ る。
野 性性 と文 明性 のcategoryは,二 代 目の子 ど も達 に も見事 に引 き継
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が れてい る。 ヒン ドリー の息子ヘ ア トンは,荒 野で獲物 を とった り,野
良仕事 をす る こ とを好 む野性 的 な男 で ある。 キ ャサ リン とエ ドガーの娘
キ ャシイは,丘 陵 に出たが る元気 な娘で ある。 一方,ヒ ー スク リフ とイ
ザベ ラの息子 リン トンは,伯 父 のエ ドガーに よ く似 てい る。従 って二代
目になる と,ヘ ア トンとキャシ イを野性性 とし,リ ン トンを文 明性 とし
てい る。 だがエ ミリは,徹 底 的 に二 つのcategoryに 対照 させて いない。
とい うのは,物 語 の後半 にキャシイは,リ ン トン家か ら本 を持 ち出 して,
ヘ ア トンに勉強 を教 える場面 があ る。 これ は,実 質 的 には嵐 が丘 の野性
性 のcategoryに 属す るキ ャシイが,リ ン トン家 の教 養 のあ る文 明性 を
移入 してい るので ある。 また,キ ャサ リンは ヒース ク リフを熱愛 してい
るに もかか わ らず,エ ドガー と結婚 した こ ともそ うで あ る。エ ミリは野
性性 と文 明性 のcategoryを 対照 させ たが,こ れ に はあ る程度 両者 に限
界 をもたせ緩和 させ ている ようで あ る。
既述 の野性性 と文明性 のイ メー ジを堅固 とす るの に,更 に 『嵐 が丘』
に は豊 かなイ メー ジが あ る。 それ は色 のイメー ジで あ る。 ここで は,嵐
が丘 のアー ンシ ョーの家の人々 を黒 と描 くこ とが非常 に多 い。彼 等の 目
や髪 を黒 と強調 す ることが多 い。 アー ンシ ョー家 の血 をひいた者 の 目は
黒 い。 キ ャサ リンは 目だ けで な く髪 も黒 く,ヒ ー スク リフに於 いて は,
皮膚,眉,服 す べて完全 に黒 のイ メー ジで統 一 されてい る。
...Ibeheldhisblackeyeswithdrawsosuspiciouslyundertheir
brows,...(8)
英 語 でblackとdarkを 用 い るこ とに よって,ヒ ース ク リフの暗 い陰
鬱 な イメー ジが想像 され る。 また彼 の黒の イメー ジは,語 り手の誇張 さ
れた表現 と,彼 自身の異 常な行動 と性 格,野 蛮 な ところ によって納得 さ
せ られ る。
一方 ,ス ラ ッシ ュクロスの人々 の色 のイ メージ は白で あ る。エ ドガ ー,
イザベ ラ兄妹の 目は碧眼で ある。 リン トンの 目 もヒース ク リフが語 るに
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は,イ ザベ ラ とよ く似 てい る らしいか ら碧眼 であ ろう。そ して肌 は白い。
髪 も金髪 で ある。従 って,嵐 が丘の黒の イメー ジに対 して 白のイメー ジ
を もつ。 ところで二代 目キャ シイ につ いては,黒 い のは母 親 に似 た 目だ
けで,そ れ を除 けば父親 エ ドガーの白い肌 と金髪 の巻 き毛 を もってい る。
黒 い目 をしてい るとい うので黒の イメージがす るが,そ れ だけキ ャシ イ
の黒 のイ メー ジはい くらか薄 められ ているので ある。
『嵐 が丘』 には天候 の イメー ジが ある。 なぜな ら,何 か重大 な事 態が
起 こる時 は必 ず天候 の描写 が あるか らだ。 そ して,ヒ ース ク リフ とキ ャ
サ リンの人生 を決定 す る事態 が起 こる時 は常 に,雨,嵐 とい う悪天候 で
ある。 キャサ リンがネ リーに,エ ドガー とヒー スク リフに対 す る気持 ち
を告 白 してい る時 に,ヒ ース ク リフは途 中 まで聞 いただ けでキ ャサ リン
の気 持 ちを誤解 して,嵐 が丘か ら失踪 した晩の天候 の描 写。
Aboutmidnight,whilewestillsatup,thestormcamerattling
overtheHeightsinfullfury.Therewasaviolentwind,aswell
asthunder,andeitheroneortheothersplitatreeoffatthe
cornerofthebuilding;ahugeboughfellacrosstheroof,and
knockeddownaportionoftheeastchimney-stack,sendinga
clatterofstonesandsootintothekitchenfire.
Wethoughtabolthadfalleninthemiddleofus(9)...
そ して ヒース ク リフの臨終 の時 の描写 。
Thefollowingeveningwasverywet;indeed,itpoureddown,
tillday-dawn;and,asItookmymorningwalkroundthehouse,
Iobservedthemaster'swindowswingingopen,andtherain
drivingstraightin.
Icouldnotthinkhimdead‐buthisfaceandthroatwere
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washedwithrain;thebed‐clothesdripped,andhewasperfect-
lysti11.(10)
これ らは,荒 野への帰化 を望 んでい る野性性 の ヒー スク リフの姿 がみ
られ る。 また,キ ャサ リンのお葬式 の 日の描写。
ThatFridaymadethelastofourfinedays,foramonth.Inthe
evening,theweatherbroke;thewindshiftedfromsouthtonorth
-east,andbroughtrainfirst,andthensleet,andsnow.(11)
ヒース ク リフ とキ ャサ リンには悪天候 がつ き まとうし,ま た よ く似合
ってい る。 だが,悪 天候 が似 合 う人物 は,こ の二人 だ けで はない。 キ ャ
シ イもその一人 で ある。 この様 な ところに,嵐 が丘の人 間 と自然 との間
に はい かな る区別 もな く,嵐 が丘 の動揺 はそ こに住む人 々の生活上 の動
揺 を示 してい る。悪天候 は,嵐 が 丘の人々 に一体 化 してい る とい える。
一方 ,ス ラ ッシ ュクロスの人 々 は悪天候 を嫌 う傾 向が ある。 エ ドガ ー
は,雨 が降 る と外 出 を拒 み,一 日中書斎 で本 を読 んでい る。天候 の描写
に於 いて,や は りエ ミリは悪天候 を好 むので ある。 なぜ な ら,彼 女 の育
ったハ ワース とい う ところは冬 には雪 が降 り,風 も吹 きす さぶ寒村 で,
霧 や雨 も非常 に多 く,他 国か らの人 の 目には厳 しい ところ と移 るであ ろ
うが,北 国の人々 には この上 ない愛 着の情 を起 こさせ る ところで あ った
か らだ。
エ ミリが,こ れ らの色 の イメー ジ,天 候 のイ メー ジを設定 したの は,
既述 した野性性 と文 明性 をよ り的確 に,よ り堅固 に強調 しよ うとい う意
図 か らなの であろ う。
II
『嵐が丘 』 を読 み始 め る と,初 めか ら第3章 までの異様 さに驚 く。 こ
の部分 は,世 間か ら隔離 された地 を求 めて,ロ ン ドンか らや って来 た人
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間嫌いの男 ロックウ ッ ドが,嵐 が丘 と呼 ばれ る邸 に屋主 を訪ね,そ こで
不 思議 な人 間達 に会 い,奇 妙 な体験 をす る。 その ことが,彼 の 口か ら語
られ る。 ヒー スク リフ,ヘ ア トン,キ ャシ イ,ジ ョーゼ フの不気 味な風
貌 と態度。 彼 は案 内 され た部屋 で,窓 の内側 の棚板上 に上 塗 りされたペ
ンキをひ っか いて,大 小 さまざま,あ りとあ らゆる書体 で並 んでい る落
書 きをみ る。
Thiswriting,however,wasnothingbutanamerepeatedinall
kindsofcharacters,largeandsmall‐CatherineEarnshaw;here
andtherevariedtoCatherineHeathcliff,andthenagainto
CatherineLinton.(12)
また,ロ ックウ ッ ドは荒野 で道 に迷 った女 の子 キ ャサ リン ・リン トン
が,窓 か ら部屋 の 中をのぞ き悲痛 な声 で,「 中へ入れ てち ょうだ い」とす
す り泣 く夢 をみ る。 こうした彼の奇妙 な体験 は,物 語が現実世界 とは異
な り,不 可思議 で奇妙 だ とい う ことを暗示 させ てい る。 また この落書 き
は,実 は 『嵐 が丘』全体 の家系図 であ り,物 語 のすべ てを暗示 してい る
描写,と い って も過 言 ではない。この 冒頭 の部 分 を語 るロ ックウ ッ ドは,
唯一の外部 か ら来 た登場人 物で ある。 従 って,彼 は これ か ら,こ れ らの
奇妙 な人物 と関 わ り,奇 妙 な体験 の謎 を解 く人 物 として,物 語 に登場 す
る と思 われ る。 しか し,物 語 は急 に転 換 して,彼 は家政 婦 ネ リーの単 な
る聞 き役 に変わ って しま う。 そ してネ リーが語 る話 こそ,冒 頭 の部 分で
ロ ック ウッ ドが見 た棚板上 に落 書 きされた名 前 の意 味 と,夢 の中 に出 て
きた キ ャサ リン ・リン トンとは誰か,と い う ことについ ての謎 の答 えな
ので あ る。従 って これ は,ロ ックウ ッ ドの物 語 ともいえる。 すなわ ち,
初 めか ら第3章 まで の ロックウ ッ ドの語 りの部分 は,こ れか ら始 まる物
語 の序曲で あって,ほ とん ど物語 のすべて を暗示 している部分で ある。
そ して,第4章 か らの もう一人 の語 り手で あるネ リーの話 しを,わ か り
易 く入 り易 くしてい る とい う構造 にな って い る。従 って,物 語 の中で,
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最 も重要な ところである。そしてまたロックウッドは,冒 頭から第3章
まで語 り手 として登場し,後半では第32章 で再び語 り手 として登場する。
これは,前 半 と後半 とで両者が呼応 していると思われる。
もう一人の語 り手であるネリーについては,英 国の伝記作家で批評家
でもあるデビッド・セシル(LordEdwardChristianDavidCeci1,1902
-)は,「ネ リーは物語か らdetachし ている」(13)と言っている。だが,
実際 は物語のメイン ・パー トには常 に登場 し,語 り手であると同時 に,
彼女は完全に物語の登場人物で もある。そして,さ まざまな事件の目撃
者でもある。ネ リーは借家人ロックウッドの頼 みに応えて,両 家の入 り
組んだ歴史 を語 る。同じくセシルは,「ネリーは,ヒ ーロー,ヒ ロインの
ぞっ とする奇矯 さを浮 き彫 りに して みせ る正常性 の基準 を示 してい
る」(14)という。また,ネ リー も,「自分で も確かに堅実なもののわかった
人間のつもりです」(15)と自称する。そのネリーの語る話 しを我々は どう
して も,ネ リーと同 じレベル,視 点で全体 を眺めることになる。しかし,
本 当にそれで正しいのか。うっか りすると,ネ リーの判断に振 りまわさ
れてしまい,物 語の本質を見落 として しまうことにならないだろうか。
ネ リーの態度は,時 々恐ろし く意地悪で,客 観性に欠けるのではないだ
ろうか。それは,第9章 でキャサ リンがネリーに,ヒ ースクリフとエ ド
ガーに対する気持ちを告白している時,ネ リーはヒースクリフが盗 み聞
きをしているのを知 っているにもかかわらず,お しえなか ったのである。
そのため,ヒ ースクリフは失踪 してしまう。また第15章 では,ヒ ースク
リフが病床のキャサリンに会いに来た時,キ ャサ リンが正気を失ってし
まったことをたてにとって,「重病人を見殺 しにするつもりですか」(16)と
言いきる。ネリーは,二 人が熱愛 しているのを全 く理解 していないので
ある。第21章 でも,キ ャシイの隠 しておいたリンの手紙をこっそり読み,
暖炉の中に放 り込み燃やしてしまう。ネリーの判断は,常 に正 しい とは
いえない。むしろ,主 観的で危険性をもつといえる。ネ リーには,キ ャ
サリンや二代目キャシイへの感情や,心 理状態への配慮が欠けていた よ
うである。 また,物 語の悲劇 には常にネリーが関係 している。 この こと
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は,物 語 の上 で非常 にアイ ロニ ー をもつ ところであ る。読 者 は,こ のネ
リーの視点 や レベルか ら,物 語全体 を眺 めて しまう危険性 を もつ。 この
様 な状態 にな った時,正 しい視点 をもった人物 が必 要 とな って くる。そ
の人 物 は,ロ ック ウ ッ ドで あ る。ハ ーバ ー ト・デ ィン グ ル(Herbert
Dingle)は,「 ロックウ ッ ドはか な り頭 の鈍い男 で,洗 練 された教養 の高
さ,理 性的 な反応 が欠如 してい る」(17)と言 う。 だが彼 は,人 間嫌 い とい
うだ けで,こ の奇妙 な登場人物 の 中で,最 も正常 な人 物で はな いだ ろ う
か。 ロ ックウ ッ ドは,ネ リーの よ き聞 き役 で もある。 この物語 の唯一 の
外来 者,ロ ックウ ッドの視 点 を通 して物語全体 を眺 めた時 に,初 めて 『嵐
が丘 』の本質 を理解 で きるのではない だ ろうか。エ ミリが,二 人 の語 り
手 を設定 した のは,両 者 にコ ン トラス トを もたせ,そ れ によ って物 語 を
成功 させ よう とい う計算 あ っての ものだ ろ う。
ところで,ネ リーが両 家 にまつわ る話 しをロ ックウ ッ ドに聞 かせて い
る時 に読者 は,何 度か現在 の時 間 に戻 され る。 『嵐 が丘』は,過 去 と現在
とい う二 つの時間の 中ですす んでい るのだ。例 えばネ リーが ロ ック ウッ
ドに,「 こんな話 しはあ なた には退 屈 ですわね」(18)とか,「 この ことをど
う思 いますか」(19)とい って話 しか け,進 行中の物語 か ら離 れて,現 在 の
時間 に戻 す ところがあ る。過 去 と現在 の時間の対応 は,異 様 で奇妙 な物
語 か ら一呼吸 おかせて くれ る。 芝居 の幕 間 に似 てい ると思 う。 そして,
実 は この時間 の対応 は物 語 の上 で,と て もアイ ロニ ー を もた らす構造 で
あるのだ。 それが第10章 で は,実 に見事 に描 きだ されてい る。
MrHeathcliffhasjusthonouredmewithacall.Aboutseven
daysagohesentmeabraceof‐grouse‐thelastoftheseason(20).
第9章 では,ヒ ー スク リフは既 に嵐 が丘か ら失踪 してい る。 そ して,
それ までのネ リーの話 しか ら,彼 が どの様 な人物 であ るか,想 像 をたて
てい る。 ところが,第10章 に入 るや否 や,行 方不 明の はずの ヒースク リ
フが,ロ ックウ ッ ドの 目の前 に病気見舞 に現れ る。親 切 な ヒー スク リフ
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に対 して,ロ ックウ ッ ドは次 のよ うに思 って しま う。
Soundrel!Heisnotaltogetherguiltlessinthisillnessofmine;
andthatIhadagreatmindtotellhim.But,alas!howcouldI
offendamanwhowascharitableenoughtositatmybesidea
goodhour,andtalkonsomeothersubjectsthanpills,and
draughts,blisters,andleechesP(21)
実 に見事 な対応 であ り,物 語の上 でアイ ロニー をもた らす構造 で ある。
また そればか りで な く,ネ リーがふ と現在 の時間 に戻 し,そ こで ロ ック
ウ ッ ドの語 る ことばの中 には,『 嵐が 丘』の重 大 なテーマが 隠 され ている
ので ある。 それ は第7章 の ところで ある。 ロックウ ッ ドは この あた りの
人 間 について,次 の様 に言 ってい る。
Theydolivemoreinearnest,moreinthemselves,andlessin
surfacechange,andfrivolusexternalthings.Icouldfancya
loveforlifeherealmostpossible;andIwasafixedunbeliever
inanyloveofayear'sstanding.,,c22>
現在 の時間 に戻 り,ロ ックウ ッ ドの語 るこ とばの中 には,作 者 エ ミリ
が,育 った故郷ハ ワー スを愛 し,そ こに住 む人々 の生真面 目さや,外 面
の ことにこだ わ らないで,内 面 の本質的 な ところをを重視 す る生 き方 に
誇 りを もって いる,彼 女の故郷 への感謝 とプ ライ ドの姿が象徴 され てい
る。 また,こ の ことばの最大 のポイ ン トは,ヒ ー スク リフ とキ ャサ リン
の愛 のプ ロ ッ トの伏線 となってい るの であ る。二人 の愛 は,確 か に常軌
を逸脱 して,人 間性 を踏 み にじるひ どい ものだが,そ れ だ け相手 を愛 し,
欲求 し,人 間や 自然 と融合 し,一 体 とな ろう とす る自我 の欲 望 に忠実 す
ぎたので ある。
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皿キ ャサ リンとヒー スク リフを結 びつ けてい る愛 とは,何 で あ ろうか。
アー ノル ド ・ケ トル は,次 の ように語 る。
キャサ リン とヒース ク リフを結 びつ けている感情 の質 とは何 か,を
正確 に言 う ことは容 易で はない。 それ は,第 一 義的 に性 的関係 とい
うわ けで はない。 エ ミリ ・ブ ロンテはよ く性 的な愛 を恐 れて いる と
いわれ る ことが あ るが,決 してそ うではない。キ ャサ リンの死 の場
面が,決 して これ はプラ トニ ックな愛情 でない こ とを充 分 に証 明 し
てい るが,し か しこのお互 い にひ きあ う力 を性的 とよぶ こ とは まっ
た く不 適切 であ るこ ともた しかだ(23)
確 か に彼 らの愛は,男 性 と女性 との 問の愛 で はない。二人 の 間には,
性的描写 な ど少 しもみ られ ない。物語が,語 り手ネ リーの回想、とい う構
造上 の理 由 と,彼 らの幼児期 に関わ ってい るとい う理 由 もあろ う。彼 ら
の愛 には性愛感 情が稀薄 であ る。で は,ヒ ース ク リフ とキ ャサ リンを結
びつ けて いる愛 とは一体何 なので あろ うか。キ ャサ リンは,エ ドガー と
の結婚 が決 まって いる時 に,ネ リーに対 して次 のよ うに言 う。
...soheshallneverknowhowIlovehim;andthat,notbecause
he'shandsome,Nelly,butbecausehe'smoremyselfthanIam.
Whateveroursoulsaremadeof,hisandminearethesame,and
Linton'sisasdifferentasamoonbeamfromlightning,orfrost
fromfire'.(24)
MygreatmiseriesinthisworldhavebeenHeathcliff'smiseries,
andIwatchedandfelteachfromthebeginning;mygreat
thoughtinlivingishimself.Ifallelseperished,andhe
remained,Ishouldstillcontinuetobe;andifallelseremained,
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andhewereannihilated,theuniversewouldturntoamighty
stranger.Ishouldnotseemapartofit.MyloveforLintonis
likethefoliageinthewoods.Timewillchangeit,1'mwell
aware,aswinterchangesthetrees.MyloveforHeathcliff
resemblestheeternalrocksbeneath-asourceoflittlevisible
delight,butnecessary.Nelly,IamHeathcliffhe'salways,
alwaysinmymindnotasapleasure,anymorethanIam
alwaysapleasuretomyself.,,c2s>
ま た,ヒ ー ス ク リ フ は キ ャ サ リ ン の 死 の 時 に,
Icannotlivewithoutmylife!Icannotlivewithoutmysoul!(zs>
と叫 ぶ 。 同 じ 魂 で あ り,二 人 と も相 手 を 私 自 身 の 命 と言 う 。 こ こ で エ
ミ リ が 訴 え て い る も の は,二 人 は 独 立 し た 人 物 で は な く,他 者 で い な が
ら 自 分 自 身 で あ る の だ 。 二 人 は 一 心 同 体 で あ る と い う こ と な の で あ る 。
そ の 理 由 を 裏 付 け る よ う に,ヒ ー ス ク リ フ が 失 踪 し て か ら キ ャ サ リ ン は
重 病 に な り,野 性 的 で 元 気 な 面 影 す ら 感 じ ら れ な い 。 生 き る こ と を 忘 れ
て し ま っ た よ う だ っ た 。 だ が,ヒ ー ス ク リ フ が キ ャ サ リ ン の 目 の 前 に 戻
っ て か ら は,生 き返 っ た 様 に と て も 陽 気 に な っ た の で あ る 。 二 人 の 精 神
が 一 心 同 体 で 結 ば れ て い る とす れ ば,キ ャ サ リ ン が ヒ ー ス ク リ フ を 裏 切
り,エ ド ガ ー と結 婚 し た こ と は,キ ャ サ リ ン 自 ら の 魂,存 在 の 裏 切 り で
も あ る と い う こ と だ 。 従 っ て,キ ャ サ リ ン に 残 さ れ て い る の は,当 然 死
し か な い の で あ る 。 ヒ ー ス ク リ フ は,キ ャ サ リ ン の 死 の 間 近 に 次 の よ う
に 言 う。
Whydidyoubetrayyourownheart,Cathy?Ihavenotone
wordofcomfortyoudeservethis.Youhavekilled
yourself.(27)
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また,エ ミリは物語 の構 造上,ヒ ー スク リフ とイザベ ラ を結婚 させ,
キ ャサ リンが嵐 が丘 の ヒー スク リフの元 へ戻 れ ないよ うに して い る。二
人 は生 きてい る世界 で は結 ばれる こ とが不 可能で ある。結 局,ヒ ース ク
リフ とキ ャサ リンの結 ばれ る ことので きる世界 は,死 の世界 なので あ る。
死 の世界,そ れは嵐 が丘 の荒野 で あるのだ。荒野 は二人 の天国 で あるの
だ。 ヒース ク リフは,荒 野へ戻 る こ とを,キ ャサ リンの死 後ず っ と思 い
続 けていた。従 って,既 述 した ピー系 ク リフ とキャサ リンの野性性 とい
うのは,二 人 が荒 野で一体 とな るこ となので ある。現実世 界 では,キ ャ
サ リンのすべ て をもの にする ことがで きなか ったので,ま た二人 が同 じ
魂 を もって い る一心同体で あったた め,結 ばれ る ことが で きなか った の
で,ヒ ー スク リフは死後 の世界 で一一緒 にな ろう と考 えて,キ ャサ リンの
墓 をあ ば き,エ ドガー よ りも先 に二人が 一緒 になれる様 に取 り計 ってお
いたのだ った。 二人 の愛 は,生 も死 も越 えた永久不変 の愛,不 滅 の愛,
神秘 的な愛 なので ある。
エ ミリが 『嵐 が丘』 の中で訴 えてい る愛 とは,地 上 的で ある と同時 に
野性 的で,永 遠 に対す る神秘 的な愛 なので ある。 つ ま り,神 への永遠 の
回帰 を示 してい るの である。
ry
『嵐 が丘』 は,さ まざ まな酷 評 を うけた。 それはおそ ら く,物 語 を読
んだ後の ヒース ク リフへ の嫌悪 のた めだ ろ う。確 か に,ヒ ース ク リフは
極悪 非道 の人物 として描 かれてい る。 しか し,本 当にそ うであ ろうか。
ヒース ク リフ とい う人 間は,物 語の登場 人物 の中で,最 も純粋 な心 を持
ってい たので はないだ ろ うか。イザベ ラは,次 の ように言 う。
...MrHeathcliffisnotafiend;hehasanhonourablesoul,and
atrueone,orhowcouldherememberher?(28)
これ は,イ ザベ ラが ヒース ク リフの純 粋 な心 を見 抜いて い るこ とばで
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ある。すなわち,ヒ ースクリフは少な くとも,キ ャサ リンに対 しては,
純粋な心をもっていたのだ。そうでなかったら,あ んなにもキャサリン
を愛 して,思 いつめたであろうか。ヒースクリフは,キ ャサリンが自分
を侮辱 したことを憎いと思っていても,キ ャサ リンに直接復讐 をしよう
とは思っていないのである。 自分がキャサリンに侮辱せざるを得なかっ
た状況,つ まり財産 ・地位 ・信用 ・優雅さ というものをもちあわせてい
るものから,そ れらすべてを奪い取ることが彼の復讐であったのだ。従
って,彼 は財産 も地位 もある立派な紳士になる必要があった。そして,
財産 と地位を得たヒースクリフに,世 間はたちまち平伏 したのだった。
ヒースクリフはまた,常 に孤独な一個の人間にす ぎなか ったのである。
だか ら,始終 ヒースクリフの人生の凄 じさにショックをうけると同時に,
同情 と憐閥といったものを感じないではいられなかった。実はヒースク
リフは,嵐 が丘の荒野の悲しい北風 ・嵐 ・吹雪 にうたれ続けて生 きた,
一個の哀れな男だったのである。
語 り手ネ リーの視点やレベルで物語を眺めるということは,物 語の本
質 を見落 とす危険性がある,と いうことは既述の通 りである。だが,そ
のネ リーの偏見 に満ちたものの見方からはなれて,ヒ ースクリフの心に
視点を移 して考 えれば,物 語の中で最 も悲劇的な人物,純 粋 な人物はヒ
ースクリフであることがわかるのである。捨て子 としてアーンショー家
に入 り,ヒ ンドリーに虐待されキャサ リンを奪われた ことが,彼 の復讐
という生涯の目的をつ くらせてしまった。容赦な く復讐 を実行するヒー
スクリフに対して,誰 もが悪魔 と罵ったが,彼 の方 こそ自分の魂そのも
のであるキャサ リンを奪った世間に,悪 魔 と感 じたはずである。
v
エ ミリは,嵐 が丘 とスラッシュクロスという限定 された物語の舞台の
中で,野 性性 と文明性 という二つのcategoryを 対照させている。また,
豊かな色のイメージ,天 候のイメージのコン トラス トを描 くことによっ
て,野 性性 と文明性をより堅固なものとした。これ らのコン トラス トは,
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徹 底的 に対立 させ ないで,あ る程 度,限 界 と緩和 を もたせ ている。 また,
これ らは二代 目にわた って も引 き継が れ,暗 示 させてい る。 しか も,物
語 の前半 と後半 とで,両 者が呼応 してい る と思 われ る。 そ して,物 語 の
末尾 の ところで ヒース ク リフは,ヘ ア トン とキ ャシイの仲 を裂 くとい う
最後 の復讐 をあ きらめて,死 を選 ぶ場面 が ある。 これ は,か つて の 自分
とキ ャサ リンの姿 と,二 人の失 われた見本 をみて しまい,復 讐す る気力
をな くして しまったのだ。だ が,こ こで もう一つ重要 な こ とは,ヒ ー ス
ク リフは仲 の良 い二人 に敗北 したので はな く,彼 の心 の中で ち ょうど こ
の時,ず っ と思 い続 けて きたキ ャサ リン と一体 になれる,永 遠 の世 界へ
の到達可能性 が確 心で きたか らなので ある。 従 って,物 語 の末尾 が物語
の始 ま りとい う構造 にな ってお り,そ こには ヒー ロー,ヒ ロイ ンの愛 の
含 意が み られ るので あ る。
『嵐が丘 』の テーマ を一言で い うな ら,ヒ ー ロー ・ヒー ス ク リフの復
讐 劇で あろ う。だが,限 定 された単純 な構 造 を もつ この物語 の内容が,
一見複雑 に思 えるのは,こ の テーマ以外 に他 のテーマがか らみつい てい
るか らだ。他の テーマ というのは,既 述 の野性性 と文明性 の コン トラス
ト。 そ して,ヒ ース ク リフ とキ ャサ リンの生死 を越 えた永 久不変 の愛,
神秘 的な愛。 また,自 分 の天 国を荒野 で ある とし,ひ たす ら ピー スの荒
野へ帰 りたい と願 った,ヒ ースク リフ とキ ャサ リンの心 と自然の融合 で
ある。
最後 に,『 嵐が丘』にはエ ミリ自身の精神 の投影が み られ る。 この意味
で 『嵐が丘』 は,才 女 エ ミリの生涯の伝記 で あるかの如 く,彼 女 自身 を
知 る上 で,多 くの暗示 を与 えるもので あろ う。
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